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□ソフトウェアCD-ROM□ESIFNW1

□セットアップガイド □保証書

同梱物の確認
以下の内容物がすべて揃っているか確認してください。
同梱品に不足しているもの、損傷しているものがございましたら、お買い
求めいただいた販売店までご連絡ください。

• Ethernetインターフェイスケーブルは付属しておりません。シールドツイストペアケーブ
ル（カテゴリー5）をお買い求めください。

•この他にも各種ご案内などが同梱されている場合があります。
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 安全にお使いいただくために

• 本製品を安全にお使いいただくために、製品をお使いになる前には、必ず本書お
よび製品に添付されておりますその他の取扱説明書をお読みください。

• 本書および製品添付の取扱説明書は、製品の不明点をいつでも解決できるよう
に、手元に置いてお使いください。

• 本書および製品添付のその他の取扱説明書では、お客様や他の人々への危害や財
産への損害を未然に防止するために、危険を伴う操作・お取り扱いについて、次
の記号で警告表示を行っています。内容をよくご理解の上で本文をお読みくだ
さい。

abc
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重
傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

ade
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負う可
能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定される内容
を示しています。

また、お守りいただく内容の種類を次の絵記号で区分し、説明しています。
内容をよくご理解の上で本文をお読みください。

この記号は、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。

この記号は、分解禁止を示しています。

この記号は、濡れた手で製品に触れることの禁止を示しています。

この記号は、製品が水に濡れることの禁止を示しています。

この記号は、電源プラグをコンセントから抜くことを示しています。
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安全上のご注意

abc

ぬれた手でネットワークスキャニングカードを抜き差ししないでく
ださい。
感電の原因となります。

ネットワークスキャニングカードの取り付け、取り外しを行う際は
ネットワークケーブルを外し、必ずスキャナの電源をオフにし、電
源コードをコンセントから抜いてください。
感電の原因となることがあります。

煙が出たり、変なにおいや音がするなど異常状態のまま使用しないで
ください。
感電・火災の原因となります。
すぐにスキャナの電源プラグをコンセントから抜いて、販売店また
はエプソンの修理窓口にご相談ください。
お客様による修理は危険ですから絶対しないでください。

（取扱説明書で指示されている以外の）分解や改造はしないでくだ
さい。
けがや感電・火災の原因となります。

ade

装着時誤って落下または踏みつけたりしないようにご注意ください。

湿気やほこりの多い場所に置かないでください。
感電・火災のおそれがあります。

小さなお子さまの手の届く所には、設置、保管しないでください。
落ちたり、倒れたりして、けがをするおそれがあります。

ネットワークスキャニングカードを装着する時は、裏表や前後を間違え
ないでください。
間違えて装着すると、故障の原因となります。取扱説明書の指示に
従って、正しく装着してください。
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本書中のマーク、表記について

マークについて

本書中では、いくつかのマークを用いて重要な事項を記載しています。
マークが付いている記述は、必ずお読みください。

それぞれのマークには次のような意味があります。

xこの表示を無視して、誤った取り扱いをすると、スキャナ本体が損傷する可能
性が想定される内容および、スキャナ本体、EPSON Scan やユーティリティ
が正常に動作しないと想定される内容、必ずお守りいただきたいこと（操作）
を示しています。

補足説明や、知っておいていただきたいことを記載しています。

 関連した内容の参照ページを示しています。

表記について

Microsoft® Windows® 95 Operating System 日本語版
Microsoft® Windows® 98 Operating System 日本語版
Microsoft® Windows® NT4.0 Operating System 日本語版
Microsoft® Windows® Millennium Edition Operating System 日本語版
Microsoft® Windows® 2000 Operating System 日本語版
Microsoft® Windows® XP Home Edition/Professional Operating System 日本語版

本書中では、上記各オペレーティングシステムをそれぞれ、Windows  95、
Windows 98、Windows NT4.0、Windows Me、Windows 2000、 Windows XP
と表記しています。また、Windows 95、Windows 98、Windows NT4.0、Windows
Me、Windows 2000、 Windows XP を総称する場合は「Windows」、複数の
Windowsを併記する場合は「Windows 95/98/Me」のように、Windowsの表記
を省略することがあります。

画面について

本書に掲載しているWindowsの画面は、特に指定がない限りWindows XPの画面
を使用しています。
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セットアップの流れ

スキャナをネットワーク共有するには、スキャナを利用するコンピュータに、ネットワー
クプロトコル／EPSON Scan／ユーティリティをインストールして設定する必要があり
ます。
以下に示す図では、各コンピュータのOSごとに必要なソフトウェアや作業の流れを示し
ます。これから行う、作業の整理にお役立てください。

HUB�

以下のページで、スキャナのネットワーク共有に必要な環境や、ネットワーク
の基礎知識を説明していますので参考にしてください。
 本書「ネットワーク共有に必要な環境と基礎知識」15ページ

EPSON Scan
（Windows 98/NT4.0/Me/2000/XP、
Mac OS 8.6～9.x/OS X（10.2以降））

EpsonNet WinAssist /MacAssist Easy Setup
（Windows 95/98/NT4.0/Me/2000/XP、
Mac OS 8.1 ～ 9.x/OS X（10.2以降））
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 共有するスキャナの準備
①スキャナ本体のセットアップを完了します。
スキャナ本体に付属の取扱説明書に従ってセットアップを完了します。

②接続するHUBの通信モードを確認します。
接続するHUBの通信モードを固定している場合は、ネットワークスキャニングカードの
通信速度を固定してください。
 本書「通信速度を固定する」26ページ

  ネットワークスキャニングカードの設定を行うコンピュータの準備
①コンピュータへのTCP/IPプロトコルの組み込みとアドレス設定
TCP/IPプロトコルを組み込み、サブネットマスク・IPアドレスを設定します。ルータの
ある環境ではGW（ゲートウェイ）アドレスも設定します。

 ネットワークスキャニングカードへの IPアドレス設定
①ネットワークスキャニングカードの装着
ネットワークスキャニングカードをスキャナに装着します。装着の方法については、以下
のページを参照してください。
 本書「ネットワークスキャニングカードの取り付け」6ページ

② IPアドレスの設定
スキャナ（ネットワークスキャニングカード）にも、固有の IPアドレスを設定します。
本書では、ネットワーク上の任意のコンピュータから、EpsonNet  WinAss is t /
MacAssist Easy Setupユーティリティを使用して設定する手順を説明します。

で設定したコンピュータを使用して設定します。

  スキャナを利用するコンピュータの準備
①コンピュータへのTCP/IPプロトコルの組み込みとアドレス設定
TCP/IPプロトコルを組み込み、サブネットマスク・IPアドレスを設定します。ルータの
ある環境ではGW（ゲートウェイ）アドレスも設定します。

②EPSON Scan のインストール
スキャナから画像を取り込むためのソフトウェアです。EPSON Scanはスキャナに付属
のものをご使用ください。

EPSON Scanは、Rev1.1a 以上のものをお使いください。EPSON
TWAIN Pro/HS NetworkやEPSON Scan1.0 以下をご利用の場合は、
EPSON Scan Rev1.1a 以上にバージョンアップしてください。
EPSON Scanの最新バージョンは、エプソン販売のホームページからダ
ウンロードできます。（http://www.i-love-epson.co.jp）

セットアップの流れ
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ネットワークスキャニングカードの取り付けと設定

ネットワークスキャニングカードをスキャナに装着して、IPアドレスを設定します。ス
キャナを取り込み可能な状態にセットアップしてから以降の作業を行ってください。

 ネットワークスキャニングカードの取り付け

x
カードを取り付ける前に、必ずスキャナの電源をオフにしておいてください。
電源がオンの状態でカードを取り付けると、スキャナおよびカードの故障の原
因になります。

スキャナには複数のインターフェイス（SCSI、USB、IEEE1394、ネットワー
クなど）がありますが、複数または同一のインターフェイスを使用して、1台ま
たは複数台のコンピュータに接続（例えば、ネットワークに接続し、さらにコン
ピュータにUSB接続）するとスキャナが正常に動作しません。

スキャナ背面の、オプションスロットカバーを取り外します。

カバーの２本のネジを取り外し、カバーを取り外します。

• イラストはES-7000Hを使用しています。そのほかの機種では一部形状が
異なりますが、同様の手順で取り付けられます。

• Macアドレスがカード上部に表示されています。ネットワークスキャニング
カードの判別などに使用することがありますので、メモしておくことをお勧め
します。
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ネットワークスキャニングカードの取り付けと設定

ネットワークスキャニングカードをスロットの奥までしっかりと差し込み、ネジで

固定します。

ネットワークスキャニングカードを初期化します。
RESET ボタンを押しながらスキャナの電源をオンにします。このボタンは10秒以
上押し続けてください。
ネットワークスキャニングカードの赤と緑のランプが点灯したら、初期化作業中で
あることを示します。黄色のランプが点灯したら、初期化は終了です。

スキャナに新しくネットワークスキャニングカードを取り付けたときは、必ず一度
ネットワークスキャニングカードの初期化を行ってください。

②押します

①押し続けながら

※電源スイッチの位置
は、ご使用のスキャナ
により異なります。
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スキャナの電源をいったんオフにしてから、Ethernetインターフェイスケーブルを

接続します。

スキャナの電源がオフになっていることを確認して接続してください。

• ネットワークケーブルは、市販のEthernetインターフェイスケーブルが必
要です。シールドツイストペアケーブル（カテゴリー5）を使用してください。

• 本製品は、クロスケーブルによるコンピュータとの直接接続には対応して
いません。コンピュータとネットワークスキャニングカードとの間にHUBを
介して、ストレートケーブルで接続した環境でお使いください。

• スキャナの電源をオンにした状態で、ケーブルを抜き差ししないでください。
• 10Base-T/100Base-TXのどちらでも接続できますが、大量にスキャニン
グする場合や、高解像度で取り込む場合は、100Base-TXの高速ネット
ワークをネットワーク負荷の軽い環境で使うことをお勧めします。

• 高解像度の画像データを取り込むと、膨大な量のデータがネットワーク上
を流れます。必要に応じて、スキャナを共有するコンピュータセグメントを他
のセグメントと分けるなど、スキャナの使用頻度やデータ容量に合わせた
ネットワーク環境にしておいてください。

スキャナの電源をオンにします。

電源をオンにすると、ネットワークスキャニングカードのランプが次のように点灯
します。

状態 ステータスランプ データランプ
黄 赤 緑

初期化動作中 消灯 点灯 点灯

10Base-Tでの接続状態 点灯 消灯 点灯

100Base-TXでの接続状態 点灯 点灯 （データ送受信中は点滅）

黄赤緑
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ネットワークスキャニングカードの取り付けと設定

 コンピュータのTCP/IP設定

ご使用のコンピュータにTCP/IPプロトコルを組み込み、IPアドレスを設定します。
IPアドレスが分からない場合は、以下のページを参照してください。
s本書「ネットワーク共有に必要な環境と基礎知識」15ページ

設定の方法は、スキャナ本体に添付のユーザーズガイド（電子マニュアル）をご覧
ください。
sユーザーズガイド（電子マニュアル）「コンピュータのTCP/IP設定」

 ネットワークスキャニングカードの設定

ネットワークスキャニングカードに付属のユーティリティ「EpsonNet WinAssist/
MacAssist EasySetup」を使用して、ネットワークスキャニングカードにIPアド
レスを設定します。

• サブネットマスクやデフォルトゲートウェイを設定したい場合（他のセグメン
トに接続されているネットワークスキャニングカードを設定する場合）は、
WinAssist/MacAssistをインストールして、設定してください。
WinAssist/MacAssist のインストールについては、以下のページを参
照してください。
s本書「付属ユーティリティの紹介」18ページ

• ネットワークスキャニングカードの設定を行うコンピュータは、設定するス
キャナと同一セグメントのネットワーク上にあるコンピュータであれば、どの
コンピュータでもかまいません。

ネットワークスキャニングカードに付属のソフトウェアCD-ROMを、コンピュー

タにセットします。
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「EpsonNet ソフトウェア・メインメニュー」を表示させます。

Windows
ソフトウェアCD-ROMをセットすると自動的にメニューが表示されます。
メニューが表示されない場合は、［マイコンピュータ］内の［CD-ROM］のアイ
コンをダブルクリックしてください。

Mac OS 8.1～ 9.x
ソフトウェアCD-ROM内の［インストー
ラ］アイコンをダブルクリックします。

Mac OS X（10.2～）
ソフトウェアCD-ROM内の［Mac OS X］フォルダをダブルクリックして開き、［イ
ンストーラ］アイコンをダブルクリックします。

［EpsonNet WinAssist Easy Setup］

（Macintosh の場合は［EpsonNet

MacAssist Easy Setup］）を起動しま

す。

画面はWindowsの場合です。

1 ダブルクリック�

2 ダブルクリック�1 ダブルクリック�

1 クリック�

2 クリック�
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ネットワークスキャニングカードの取り付けと設定

次へ ボタンをクリックします。

画面はWindows のものを使用してい
ますが、Macintoshも手順は同様です。

一覧から設定するスキャナを選択して、

次へ  ボタンをクリックします。

スキャナが表示されない場合は、ケーブ
ルが確実に接続されているか、スキャナ
の電源がオンになっているか確認してく
ださい。

• 同じ機種のスキャナが複数台接続されている場合は、MACアドレスで判
別します。Macアドレスは、ネットワークスキャニングカード基板上のシー
ルに記載されています。

• ［モデル名］が表示されずIPアドレスに［NONE］と表示される場合も設
定は行えます。MACアドレスで判別してください。

1 クリック�

2 クリック�

1 クリック�

2 クリック�
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IPアドレスを設定します。

スキャナに割り振る IP アドレスを入力
します。

• IPアドレスの取得方法は、［手動］を選択してください。［自動］を選択
すると、スキャナの電源をオンにするたびにネットワークスキャニングカード
のIPアドレスが変更されるため、コンピュータ（EPSON Scan）側で都度
指定し直す必要があります。

• 工場出荷時のIPアドレスは、［192.168.192.168］に設定されています
が、製品の仕様上、このアドレスはネットワーク上で使用できません。お
使いの環境に合わせ、必ずIPアドレスを入力してください。

内容を確認して設定情報を送信します。

設定には、しばらく時間がかかります。
最低3分以上は、スキャナの電源をオフ
にしないでください。

パスワードの要求画面が表示された場合は、OK ボタンをクリックしてくださ
い。工場出荷時設定では、パスワードは設定されていません。

完了 ボタンをクリックして、設定を終了

します。

以上でネットワークスキャニングカード
のアドレス設定は終了です。

設　定�

2 クリック�

1 クリック�

1 クリック�
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クライアントPCでの準備とスキャン

取り込みに必要なソフトウェアをインストールして、コンピュータをセットアップします。

 EPSON Scanのインストール

EPSON Scanは、スキャナから画像を取り込むために必要なソフトウェアです。
EPSON Scanのインストール方法は、スキャナ本体に付属のスタートアップガイ
ドを参照してください。

  IPアドレスの設定と接続の確認

EPSON Scanをインストールすると登録される[EPSON Scanの設定]を起動して、
先ほどネットワークスキャニングカードに設定した IPアドレスを指定します。
詳しくは、スキャナ本体に付属のスタートアップガイドを参照してください。

1 選 択 �

2 選 択 �

3 入 力 �
4 クリック�



14

［EPSON Scanの設定］は、次の方法で起動できます。
• Windowsの場合、［スタート］メニューー［すべてのプログラム］（また
は［プログラム］）ー［EPSONScan］ー［EPSON Scan の設定］を
クリックします

• Mac OS 8.6～ 9.xの場合、［アップル］メニューー［コントロールパネ
ル］ー［EPSON Scan の設定］をクリックします。

• Mac OS X の場合、ハードディスク- ［アプリケーション］アイコン- ［ユー
ティリティ］フォルダ-［EPSON Scan の設定］をダブルクリックします。

以上で準備は終了です。取り込みの詳しい方法については、EPSON Scanのヘル
プまたはスキャナ本体に付属のスタートアップガイドを参照してください。
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ネットワーク共有に必要な環境と基礎知識

ネットワーク共有に必要なネットワーク環境について説明します。

①Ethernet(イーサネット）インターフェイスケーブル
市販のEthernetインターフェイスケーブル（ストレートケーブル）を使用してくだ
さい。Ethernet とはネットワークの規格のことで、ケーブルの接続の規格には
10Baseと100Baseがあります。ネットワークスキャニングカードは、10Base-
T（テンベースティー）、100Base-TX（ヒャクベースティーエックス）に対応して
います。
本機をご利用の場合は、シールドツイストペアケーブル（カテゴリー5）を使用し
てください。

②HUB（ハブ）
Ethernetインターフェイスケーブルを接続するための集線装置です。ネットワーク
上のコンピュータやスキャナはHUBを介して接続します。

③TCP/IP(ティーシーピーアイピー)
ネットワークの通信にはさまざまな規約があり（これをプロトコルと言います）、
TCP/IPはその中の一つです。インターネット上の通信で使用される、世界的な標準
プロトコルです。ネットワーク上のすべてのコンピュータに組み込む必要があります。

④IPアドレス(アイピーアドレス)
電話機1台につき1つの電話番号が必要であるように、コンピュータをネットワー
ク上で使用するには、コンピュータ1台につき1つの識別子（アドレス）が必要で
す。この識別子のことを IPアドレスと言い、電話番号と同様に数字の羅列（例：
192.168.192.168）で表されます。ネットワーク上のすべてのコンピュータやス
キャナにアドレスを割り振る必要があります。
次ページで IPアドレスについて詳しく説明しています。
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 IPアドレスは何番に設定する？

複数のコンピュータで IPアドレスが重複すると、正常に通信できません。そのた
め、IPアドレスは世界的な機関で集中管理されています。外部接続（インターネッ
ト、電子メールなど）を行う場合には、日本ネットワークインフォメーションセン
ター：JPNIC(http://www.nic.ad.jp/)に申請して正式に取得する必要があります（通常
はインターネットサービスプロバイダ（通称 ISP）が代行します）。
ただし、外部のネットワークに接続しない閉じた環境では、外部との接続を将来的
にも一切行わないという条件のもとに、次の範囲のプライベートアドレスを使用で
きます。

10.0.0.1～ 10.255.255.254

プライベートアドレス 172.16.0.1～ 172.31.255.254

192.168.0.1～ 192.168.255.254

工場出荷時のIPアドレスは、［192.168.192.168］に設定されていますが、
製品の仕様上、このアドレスはネットワーク上で使用できません。お使いの
環境に合わせ、必ずIPアドレスを入力してください。

IPアドレスの割り振り方

IPアドレスをネットワーク上のコンピュータに割り振る前に、「サブネットマスク」
というものを理解しなければなりません。
電話番号に市外局番があるように、IPアドレスにもエリアを示す仕組みがありま
す。このエリアは、概念的には会社や部門などで分け、物理的にはゲートウェイま
たはルーターと呼ばれる中継器で分けます。

ゲートウェイ・ルーターとは
同一プロトコルを使用した社内ネットワークで、部門間に設置する中継器を
ルーター、社内ネットワークと外部（インターネット）との間に設置する中継器
をゲートウェイと考えてください。なお、ルーターによって分けられるエリアを
セグメントと呼びます。
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エリアを示す仕組みに利用されるのが、サブネットマスクです。サブネットマスク
は、IPアドレスと同様、数字の羅列（例：255.255.255.0）で表されます。
サブネットマスクは、IPアドレスに被せるマスクと考えてください。下表の例では、
サブネットマスクの「255」にかかる部分がエリアのアドレス（これをネットワー
クアドレスと言います）、「0」にかかる部分のアドレスが各機器のアドレスになり
ます。

＜例＞
IPアドレス 192.168.100. 200

サブネットマスク 255.255.255. 0

192.168.100がエリア 200がエリア内の

のアドレス 機器のアドレス

スキャナを利用するコンピュータで、IPアドレス・サブネットマスク・ゲートウェ
イアドレスなどを設定する必要があります。下記を参考に設定してください。

IPアドレス あるコンピュータは192.168.100.200、他のPCは

192.168.100.201、ネットワークスキャニングカードは

192.168.100.202のように、サブネットマスクの「0」に

かかる部分の数値を変えて設定してください。

サブネットマスク 通常は、255.255.255.0に設定しておけば、問題ありませ

ん。スキャナを利用するすべてのコンピュータで同じ設定

してください。

ゲートウェイ(GW) ゲートウェイになるサーバやルーターのアドレスを設定

します。ゲートウェイがない場合、設定は不要です。

＜例＞

ネットワーク共有に必要な環境と基礎知識
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付属のユーティリティについて

 付属ユーティリティの紹介

ネットワークスキャニングカードに付属しているユーティリティを紹介します。

EpsonNet WinAssist/EpsonNet MacAssist

お使いのコンピュータにインストールすると、EPSON製ネットワーク I/Fカード
（スキャナまたはプリンタ）に対して以下の各種設定をすることができます。
※ルータを越えたセグメントにあるネットワーク I/Fも設定できます。
• TCP/IP、Netware、MS Network、AppleTalk、IPP、SNMPなど各プロトコル
（ネットワークスキャニングカードの場合は、TCP/IPのみ）に関する設定

• EpsonNet WebAssistの起動
• ネットワーク I/Fのファームウェアのアップデート

EpsonNet WebAssist

EpsonNet WebAssist は、Web ブラウザからネットワークI/F を設定するための
ユーティリティです。コンピュータにブラウザがインストールされ、コンピュータ
とネットワーク I/F の IP アドレスの設定がされていれば、お使いいただけます。

Windows Macintosh
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 EpsonNet WinAssistのインストールと起動

インストール

ネットワークスキャニングカードに付属のソフトウェアCD-ROMをセットします。

自動的に表示されるメニューから［「EpsonNet WinAssist」をインストールしま

す］をクリックして、 次へ ボタンをクリックします。

この後は画面の内容を確認しながらインストールを進めます。

起動

［スタート］－［プログラム］（または[すべてのプログラム］）－［EpsonNet
WinAssist V4］－［EpsonNet WinAssist］をクリックします。

EpsonNet WinAssist の詳しい使い方については、ヘルプを参照してください。

1 クリック�

2 クリック�

1 クリック�

付属のユーティリティについて
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 EpsonNet MacAssistのインストールと起動

インストール

ネットワークスキャニングカードに付属のソフトウェアCD-ROMをセットします。

「EpsonNetソフトウェア・メインメニュー」表示させます。

Mac OS 8.1Mac OS 8.1Mac OS 8.1Mac OS 8.1Mac OS 8.1～～～～～9.9.9.9.9. ｘｘｘｘｘ
ソフトウェアCD-ROM内の［インストー
ラ］アイコンをダブルクリックします。

Mac OS XMac OS XMac OS XMac OS XMac OS X（（（（（10.210.210.210.210.2～）～）～）～）～）
ソフトウェアCD-ROM内の［Mac OS X］フォルダをダブルクリックして開き、［イ
ンストーラ］アイコンをダブルクリックします。

［「EpsonNet MacAssist」をインストールします］をクリックして、 次へ ボタン

をクリックします。

1 ダブルクリック�

2 ダブルクリック�1 ダブルクリック�

1 クリック�

2 クリック�



21

起動

Mac OS 8.1Mac OS 8.1Mac OS 8.1Mac OS 8.1Mac OS 8.1～～～～～9.9.9.9.9. ｘｘｘｘｘ
ハードディスク内の［A p p l i c a t i o n s］（または［アプリケーション］）－
［MacAssist41a］フォルダを開き、［EpsonNet MacAssist］アイコンをダブルク
リックして起動します。

Mac OS XMac OS XMac OS XMac OS XMac OS X（（（（（10.210.210.210.210.2～）～）～）～）～）
ハードディスク内の［アプリケーション］－［EpsonNet MacAssist OSX4.1a］
フォルダを開き、［EpsonNet MacAssist for OS X］アイコンをダブルクリック
して起動します。

EpsonNet MacAssistの詳しい使い方については、ヘルプを参照してください。

1 ダブルクリック�

1 ダブルクリック�

付属のユーティリティについて
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 EpsonNet WebAssistの起動

Web ブラウザを起動してネットワークI/F の IP アドレスを入力し、［Enter］また
は［Return］キーを押します。
こ のとき、EpsonNet WinAssist/EpsonNet MacAssist は起動しないでください。
書式） http:// ネットワーク I/F の IP アドレス/
例 ） http://192.168.100.201/

EpsonNet WebAssistについては、ヘルプを参照してください。

EpsonNet WinAssistまたはMacAssist の ブラウザの起動 ボタンをクリッ
クしても起動することができます。

クリックするとヘルプ
を表示します。

ネットワークI/Fの IPア
ドレスを入力します。
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困ったときは

• EpsonNet WinAssistの起動時に「ネットワークがインストールされ
ていないため、EpsonNet WinAssistを使用することはできません」
と表示される

このメッセージは、コンピュータにTCP/IPが組み込まれていない場合に表示され
ます。
OK ボタンをクリックするとEpsonNet WinAssistが起動しますが、TCP/IPの設
定はできません。お使いのコンピュータにTCP/IPを組み込み、IPアドレスの設定
をしてください。TCP/IPの設定については以下の項目をご覧ください。
 本書「コンピュータのTCP/IP設定」9ページ

• EpsonNet WinAssist/EpsonNet MacAssistでネットワーク上の
プリンタは表示されるのにスキャナが表示されない

EpsonNet WinAssist/EpsonNet MacAssistのバージョンは4.1以上ですか？4.0
以前のバージョンではスキャナは表示されません。バージョンは［ヘルプ］メ
ニューの［バージョン情報］で確認できます。
お使いのバージョンが4.0以下の場合は、本製品に添付のEpsonNet WinAssist/
EpsonNet MacAssistをお使いください。

• EpsonNet WinAssistの［モデル名］に何も表示されず、［IPアド
レス］に［NONE］と表示される

処置1）
ネットワークI/Fのアドレスが初期値（192.168.192.168）の場合、［モデル名］と
［IPアドレス］が表示されない場合がありますが、ネットワークI/Fの設定は行えま
す。この場合は、MACアドレスで判別します。MACアドレスは、ネットワークス
キャニングカードの基板のシールに記載されています。確認のためにカードを抜く
ときは、必ずスキャナの電源をオフにしてください。

処置2）
EpsonNet WinAssistの［表示］メニューの［最新の状態に更新］を実行してくだ
さい。詳しくはEpsonNet WinAssistのヘルプをご覧ください。

処置3）
EpsonNet WinAssistの［ツール］メニューの［タイムアウト設定］で、タイムア
ウト時間を大きい値に設定してください。ただし、タイムアウト時間を大きい値に
するほど、EpsonNet WinAssistの動作が遅くなる（検索に時間がかかる）ため注
意してください。詳しくはEpsonNet WinAssist のヘルプをご覧ください。



24

• ネットワークI/Fの設定ができない、またはネットワークスキャン
ができない

処置1）
HUB、ケーブルなどが正常かご確認ください。
まずHUBを見て、スキャナが接続されているポートのリンクランプが点灯/点滅し
ているか確認してください。
リンクランプが消灯している場合は、次のことを確認してください。
• 他のポートに接続して、リンクランプが点灯/点滅するかどうか
• 使用しているケーブルが断線していないかどうか

処置2）

本ネットワークスキャニングカードに付属のユーティリティ「EpsonNet WinAssist」
を使用して、IPアドレスがお使いの環境で有効な値に設定されているかご確認くださ
い。初期値は［192.168.192.168］ですが、製品の仕様上、このアドレスはネット
ワーク上で使用できません。お使いの環境に合わせて、必ずアドレスを変更してくだ
さい。IPアドレスの変更については以下の項目をご覧ください。
 本書「ネットワークスキャニングカードの設定」9ページ

•設定する IPアドレスが分からない
IPアドレスは、外部との接続（インターネットへの接続、電子メールなど）を行う
際には、JPNIC（http://www.nic.ad.jp/index-j.htm）に申請して正式に取得してい
ただく必要があります。システム管理者へご相談ください。
設定する IPアドレスについては以下の項目をご覧ください。
 本書「IPアドレスは何番に設定する？」16ページ

•パスワードを忘れた
EpsonNet WinAssist/MacAssist/WebAssistで設定したパスワード（工場出荷時
には設定されていません）を忘れてしまった場合は、ネットワークスキャニング
カードを初期化してください。
初期化の方法は、以下の項目を参照してください。
 本書7ページ「ネットワークスキャニングカードの取り付け」の③
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•スキャニングに時間がかかる
ご使用のHUBの通信速度が固定されていないか確認してください。
ネットワークスキャニングカードの通信速度が初期値の状態（自動認識）でHUBの
通信速度を固定すると不整合が起き、その結果スキャニングに非常に時間がかかっ
たり、コンピュータ上に「データの受信に失敗しました」などのエラーが表示され
ることがあります。
以下の項目を参照して、ネットワークスキャニングカードの通信速度をHUBに合
わせてください。
 本書「通信速度を固定する」26ページ

•スキャナビボタンが機能しない
複数のインターフェイスを使用していませんか？ネットワークスキャニングカード
にEthernetインターフェイスケーブルを接続している場合、USBやSCSIなどそ
の他のインターフェイスは使用しないでください。複数インターフェイスの同時接
続はできません。

困ったときは
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通信速度を固定する

ESIFNW1は通信速度を自動認識しますが、HUBの通信速度を固定にしている場合、HUB
に合わせた通信速度に固定することができます。通信速度の固定は、ジャンパピンで設
定します。

スキャナの電源をオフにします。

ネットワークスキャニングカードを取り外し、紙などの絶縁体の上に置きます。

下図を参照してジャンパピンを設定します。

通信モード JP2 JP3 JP4 JP5 備考

自動認識 OPEN OPEN OPEN OPEN 出荷時設定

(10Half, 10Full, 100Half,

100Full)

固定 CLOSE OPEN OPEN OPEN

（100Base-TX Full Duplex）

固定 CLOSE OPEN OPEN CLOSE

（100Base-TX Half Duplex）

固定 CLOSE OPEN CLOSE OPEN

（10Base-T Full Duplex）

固定 CLOSE OPEN CLOSE CLOSE

（10Base-T Half Duplex）

10Half : 10Base-T Half Duplex

10Full : 10Base-T Full Duplex

100Half : 100Base-TX Half Duplex

100Full : 100Base-TX Full Duplex

この他の設定は使用しないでください。

JP3

JP2

JP5

JP4

出荷時設定（すべてOPEN）

左図の破線は基板上のピンを、
実線はジャンパを示します。
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通信速度を固定する

例えば、100Base-T Full Duplexに固定したい場合（表の上から2番目）は、JP2
のジャンパを一度抜き、二本のピンを塞ぐように差し込みます。

ジャンパを落としてなくさないようご注意ください。

設定が終了したら、スキャニングカードをスキャナに取り付けます。

スキャナの電源がオフになっていることを確認して接続してください。

スキャナの電源をオンにします。

JP2
（CLOSE）

 JP4
（OPENのまま）

 JP3
（OPENのまま）

 JP5
（OPENのまま）

イラストはJP3とJP4とJP5はOPENのままで、JP2をCLOSEにした例です。

CLOSEにするジャンパを一度抜き、
2本のピンを塞ぐように差し込みます。
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付録

 基本仕様

外部インターフェイス 10Base-T/100Base-TX対応
（10/100自動選択*、Half/Full 自動選択*）

ネットワークプロトコル TCP/IP
DHCP、RARPによる自動 IPアドレス設定
DHCPサーバのない環境では、MicrosoftのAPIPAによる自
動アドレス設定

＊：ジャンパピンにより固定可能

主要ハードウェア構成

CPU SH7615

RAM 8MB

Flash ROM 2MB

AISC Scanner I/F

Ether Controller CPUに内蔵

PHY 78Q2120

電気関係

定格電圧 5V±5%、24V±10%

最大使用電流 5V 190mA、24V 50mA

最大使用電力 約2.2W

環境条件

温度（動作時） 5℃～35℃

温度（保存時） -25℃～60℃

湿度（動作時） 10％～80％ RH

湿度（保存時） 10％～85％ RH

外形寸法
95×160×20.6mm

重量
0.2Kg



ご注意
（1） 本書の内容の一部または全部を無断転載することを固くお断りします。
（2） 本書の内容については、将来予告なしに変更することがあります。
（3） 本書の内容については、万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載も

れなど、お気づきの点がありましたらご連絡ください。
（4） 運用した結果の影響については、（3）項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承くださ

い。
（5） 本製品がお客様により不適当に使用されたり、本書の内容に従わずに取り扱われたり、また

はエプソンおよびエプソン指定の者以外の第三者により修正・変更されたこと等に起因して
生じた障害等につきましては、責任を負いかねますのでご了承ください。

（6） エプソン純正品および、エプソン品質認定品以外のオプションまたは消耗品を装着し、それ
が原因でトラブルが発生した場合には、保証期間内であっても責任を負いかねますのでご了
承ください。この場合、修理などは有償で行います。

©セイコーエプソン株式会社　2003

本製品を日本国外へ持ち出す場合の注意

本製品（ソフトウェアを含む）は日本国内仕様のため、本製品の修理・保守サービスおよび技術サポー
トなどの対応は、日本国外ではお受けできませんのでご了承ください。
また、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を使用できないことがあります。このよう
な国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当社といたしましては一切責任を負い
かねますのでご了承ください。

複製が禁止されている印刷物について

紙幣、有価証券などをプリンタで印刷すると、その印刷物の使用目的および使用方法の如何によっては、
法律に違反し、罰せられます。（関連法律）
刑法 第148条、第149条、第162条
通貨及証券模造取締法 第1条、第2条　など

著作権について

写真、絵画、音楽、プログラムなどの他人の著作物は、個人的にまたは家庭内その他これに準ずる限ら
れた範囲内において使用することを目的とする以外、著作権者の承認が必要です。

電波障害自主規制について　－注意－

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会（VCCI）の基準に基づくクラスB 情報技術装置で
す。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン受
信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こすことがあります。取扱説明書に従って正しい取り
扱いをしてください。

本装置の接続において指定ケーブルを使用しない場合、VCCI ルールの限界値を超えることが考えられま
すので、必ず指定されたケーブルを使用してください。

IBM PC、DOS/V、IBMは International Business Mashines Corporationの商標または登録商標で
す。
Micorsoft、Windows およびWindows NTは米国マイクロソフト社およびその他の国における登
録商標です。
Pentiumは、Intel Corporationの登録商標です。
Appleの名称、ロゴ、Macintosh、Power Macintosh、Mac、iMac、PowerBook、漢字Talk、
ColorSync、AppleTalk、LocalTalk、EhterTalkおよびTrueTypeはApple Computer, Incの商
標または登録商標です。
本書ではApple Computer, Incの iMacおよびPower Macintosh G3/G4を、接続の説明のため
に例示しています。
そのほかの製品名は各社の商標または登録商標です。
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改訂履歴

Ver 日付 改訂ページ 改訂内容
00 2003.03.26 － 新版
01 2003.04.25 表2/8/15 ツイストペアケーブルをシールドツイストペアケー

ブルに変更しました。
表3 電源高周波の注意を電波障害自主規制の注意に変更

しました。
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